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久喜市立小・中学校の適正規模・適正配置について 

 

１ 市立小・中学校の現状と将来推計 

 

（１）児童生徒数の推移                      （単位：人） 

 

（２）児童生徒数の将来推計（見込み）               （単位：人） 

 

 

 

 

 

※Ｒ８までの児童生徒数は、各年度の５月１日現在の市内小中学校の児童生徒数 

※Ｒ９以降の児童生徒数は、令和８年５月１日現在の住民基本台帳を参考に算出 

 

（３）小学校の学級数（令和８年５月１日現在） 

学級数 令和８年度 令和１４年度（見込み） 

6 以下 5 校 
清久、久喜北、小林、三箇、

栢間（6） 
9 校 

清久、久喜北、江面、菖蒲、小

林、三箇、栢間、菖蒲東、栗橋

西（6） 

7～11 6 校 

江面、菖蒲、栗橋西（7）、

青葉（8）・菖蒲東（9）・青

毛（11） 

2 校 青葉（7）・青毛（10） 

12～18 7 校 

本町、久喜東（12）・栗橋

南（15）・久喜、砂原、東

鷲宮（17）・太田（18） 

9 校 

本町、久喜東（12）・太田（13）・

久喜、栗橋南（14）・東鷲宮

（15）・桜田、砂原（16）・栗橋

（17） 

19 以上 2 校 栗橋(19)、桜田（21） 0 校  

※上記の学級数は、特別支援学級を除く学級数。（ ）内は学級数を示す。 

  

 Ｓ５９ Ｈ８ Ｈ１３ Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ２８ Ｒ７ Ｒ８ 

児童数 14,703 11,185 9,600 8,418 7,901 7,349 6,261 6,135 

生徒数 6,806 6,291 5,390 4,521 4,029 3,734 3,213 3,123 

合 計 21,509 17,476 14,990 12,939 11,930 11,083 9,474 9,258 

 Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ 

児童数 5,970 5,756 5,573 5,332 4,995 4,704 

生徒数 3,152 3,185 3,211 3,169 3,123 3,029 

合 計 9,122 8,941 8,784 8,501 8,118 7,733 
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（４）中学校の学級数（令和８年５月１日現在） 

学級数 令和８年度現在 令和１４年度（見込み） 

5 以下 0 校  0 校  

6～8 3 校 
久喜南、栗橋西（6）、久喜

東（8） 
3 校 久喜南、栗橋西（6）・久喜東（7） 

9～11 4 校 
鷲宮（10）・太東、菖蒲、

栗橋東（11） 
3 校 菖蒲、鷲宮東（9）・栗橋東（11） 

12～18 2 校 久喜（13）・鷲宮東（15） 3 校 太東（12）・久喜、鷲宮（15） 

※上記の学級数は、特別支援学級を除く学級数。（ ）内は学級数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 

２ 学校統合等の検討の手順 

教育委員会では、学校の規模や配置の適正化を進めるため、「久喜市立小・中学校の適正

規模・適正配置に関する基本方針（以下、「基本方針」という。）」を策定し、その基準に基

づきながら、保護者、地域住民、学校関係者と連携・協力して、次のような流れで学校の

統合等の検討に取り組んでいます。 

※「基本方針」については、参考資料２を参照 

 

市立小学校、中学校及び 

義務教育学校学区等審議会 

 

説明会の開催及び意見聴取 

教育委員会の諮問を受けて、学校の

統合等の適否について審議し、教育

委員会へ答申書を提出する。 

なお、審議の際には保護者や地域住

民の意見やアンケート結果等を参考

とし、必要に応じて、答申書に附帯

意見を付す。 

教育委員会は、学校の統合等の対象と

なる学校の保護者、地域住民等へ意義

と内容を説明し、相互理解を図る。 

また、説明会等の中で保護者や地域住

民から聴取した意見については、適宜

市立小学校、中学校及び義務教育学校

学区等審議会へ報告する。 

 

 

新校設立  

準備委員会 

関係学校の保護者や地域住民の代表者、学校長、学校運営協議会委

員等を構成員とした「新校設立準備委員会」を設置して、統合に伴

う新たな学校の名称、通学方法及び学校運営に関する事項やスケジ

ュールなどについて検討のうえ、新校の開校に向け必要となる事項

について準備を進める。 

 

 

新校の開校 

※学校の統合等を行う場合の基本的な考え方 

・原則として、対等な関係の統合とする。 

・原則として、既存の学校を使用する。 

・統合の相手校や時期、統合による新校の位置については、審議 

会からの答申も踏まえて、教育委員会で方針を決定する。 

 

 

 

 

 

教育委員会は、審議会の答申を受け、 

学校の統合等を進める方針を決定 

学校設置条例の改正について市議会へ上程⇒議決 

新校の開校に向け、個別具体的な準備を進める 


